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接触者検診の対象、時期および内容

(感染者追求のための措置について)
	接触者
の年齢
	検診時期
	初発患者の重要度ランク＊

	
	
	最重要
	重　要
	その他

	乳幼児
（6 歳）
	登録直後(1)
	ツ反検査、ツ反陽性者に胸部X線検査
	ツ反検査(2)、
ツ反陽性者に
胸部X線検査
	ツ反検査、その他は不要

	
	登録２か月後
	ツ反検査、ツ反陽性者に胸部X線検査
	
	ツ反検査、ツ反陽性者に胸部X線検査

	
	登録６か月後
	胸部X線検査(3)
	胸部X線検査(3)
	

	
	登録１年後
	胸部X線検査(3)
	胸部X線検査(3)
	不　要

	
	登録２年後
	胸部X線検査(3)
	胸部X線検査(3)
	

	小学生
中学生
高校生
	登録直後
	ツ反検査(2)、
ツ反陽性者に
胸部X線検査
	不　要
	不　要

	
	登録２か月後
	
	ツ反検査、ツ反陽性者に胸部X線検査
	状況に応じて胸部X線検査、またはツ反検査

	
	登録６か月後
	胸部X線検査(3)
	胸部X線検査(3)
	

	
	登録１年後
	胸部X線検査(3)
	胸部X線検査(3)
	不　要

	
	登録２年後
	胸部X線検査(3)
	胸部X線検査(3)
	

	大学生
成人
	登録直後
	ツ反検査(2)、
２か月以内に
胸部X線検査
	不　要
	状況に応じて２か月以内に胸部X 線検査

	
	登録２か月後
	
	胸部X線検査、
状況に応じて２か月後にツ反検査
	

	
	登録６か月後
	胸部X線検査
	不　要
	不　要

	
	登録１年後
	胸部X線検査
	胸部X 線検査(3)
	

	
	登録２年後
	胸部X線検査
	胸部X 線検査(3)
	


＊最大排菌量：Gaffky号数×咳嗽持続時期間　最重要：10以上、重要：0.1～9.9、その他：0または肺外結核

(1)「登録直後」等とは「初発患者との最後の接触の直後」等の意味と解釈する。
(2)BCG歴のない乳幼児、および初発患者の発見が大幅に遅れたために登録時点で２か月以上の感染曝露歴のある接触者に対しては、登録直後と２か月後の２回ツ反検査を計画する。BCG歴があり、かつ、患者との接触が１か月以内なら直後のツ反検査を省略して２か月後に１回でよい。胸部 X 線検査は、ツ反検査を２回実施した場合でも、特別な場合を除いて１回でよい。
(3)登録２か月後のツ反検査が陰性で、感染の心配がないと判定されたものを除く。
(4)ツ反検査は29歳以下の接触者に関して記述している。
